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乙の調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて実施したものである。
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Y分の占地質凶E 羅臼および知円別 (網走ー第仰O 号)

北海道立地下資源調査所

嘱 託土居繁雄木

技術吏日 酒匂 純俊

ドl 松井公平

嘱 託金 吉占 祐**

はしがき

この凶幅および説明書は，昭和 37 年から昭和 40 年にわたって行なった野外調査の

結呆を，とりまとめたものである。調査に当っては，土居がオホーツク海側の西部一

帯および羅白川流域および北部一市を，酒匂が羅臼岳から硫黄山にし、たる脊梁地域を，

松井が失lJ円別川以北の地域を，金が羅臼川以南の地域をそれぞれ分担した。なお，西

部のホロベツ川流域およびウトロ川流域の調査は，北海道立地下資源調査所の庄谷半一

夫研究員，東部のモセカノL ベヅ川流域からサーシルイ川流域にかけての地域の調査は同

杉本良也主任研究員によ η て行なわれた。また， iiML調査については同二間瀬烈分析

科長，および横山英二研究員に協力していただいた。

この地域は，ほとんど地質調在が行なわれたことがなく，昭和 35~42 年の北海道開

港庁による褐鉄鉱床賦存地j或に対する地質鉱床調査が規模の大きな調査としてあげら

れるだけであるC

野外調査にあたっては，斜里町役場，羅ι1町役場の方々，斜里町ウトロのホテル桑

島の桑島宣一氏から，多くの便宜を与えられた。

報告に先だち，調査の援助をしていただいた杉本良也，二間瀬斉ii ， I t.{十字夫，横山

英二の各氏，現地で協力していただいた斜里町役場，羅臼町役場の各位，桑島宣一氏

に感謝の怠を去する。

*金属鉱物探鉱促進事業団，調査時は北海道技術吏日
料 北海道大学理学部地質学鉱物学教室
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I 位置および、交通

この図幅は，北緯 45°00'~45° 1O'，東経 145°00'~145°19' の範囲内にあり，知床半

島のほぼ中央部に位置する@

行政的には，図幅の中央部をほぼ N 45°E の方向にのびる脊梁を界して，根室海峡

側の東半部は羅臼町に，オホーツク海側の西半部は斜里町に，それぞれ属する。

凶幅地域内の村落としては，オホーツク海側の西端にウトロ市街が，根室海峡側の

南端に羅臼市街があるだけである。このほか，オホーツク海側では，海岸に漁家が，

チャシコツ原野に農家が，遠音別および岩尾別にそれぞれ農家が散在しているにすぎ

ない。また根室海峡側の海岸線にそっては，羅臼市街からルサ)IIにし、たる問に漁家が

点在しており，知円別が小さな市街地を形成している。

道路は東西両海岸線にそって開さくされているほか，オホーツク海側では，岩尾別

からルサ川に通ずる併用林道が，岩尾別温泉Lこいたる町道がそれぞれある。また，羅

臼市街から羅臼川にそって約 3km の位置にある羅臼温泉まで町道が通じている。

このほか，斜里町遠音別から赤川に沿い，羅臼岳の南方尾根を越えて，羅臼川本流

にそって羅臼温泉にぬける産業道路が開さく中である。

オホーツク海側で斜里町と岩尾別温泉の問に，また，恨室海峡側では根室標津と羅

臼間および羅臼と知円別問にそれぞれ定期パスが運行している。

II 地形

このl~幅地域は，千島火山吊:にふくまれ，北東から南西に連なる脊梁には，北から

硫黄山(標高 1 ， 262.5 m)，三つ峯 (1 ， 562 m) , 羅臼岳(標高 1 ， 660.7 m) など，標

高 1 ， 000m以上の新しい地質時代に活動した火山が峰をつらねている。地形は急峻で

ある。

西部の岩尾別および遠音別地域は，小起伏に富むが大きくみて平坦な熔岩台地がみ

られる。この面は，侵蝕面ではなく，溶岩流の面をしめしている。

オホーツク海および、恨室海峡の両側の海岸線は，急崖で海にのぞみ，とくにオホー

ツク海側では 100~200 m の断崖が 10km 以上つづいている。

新期火山岩が海岸に達していない海岸線にそって，段丘堆積物が発達し，緩傾斜を

とる平坦面がみられる。この平坦面は，ほぼ標高 40~100 m のもので，かなり明瞭な
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第 1 図 岩尾別(オホーツク海側〉の断崖

第 2 図 チャシコツの段丘面(手前の平坦な地形面〉

、IL坦面である。

凶|隔地域のほぼ中央部を北東から南西にのびる脊梁が分水嶺となり，丙側の地域に

はイダシュベツ川，イワウベツ川および、ホロベツ川など南から北に，または南丙から

北岡に流路をとり，オホーツク海に注いでいる。

また，東側の地域には，北西から南東または商から東に流路をとり，根室海峡に注

ぐルサJII ，キキリベツJl I，ショウジJl I，ケネベツJl I，モセカルベツ 111，オッカパヶJl I ，
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サシルイ川および羅臼川などがある。

III 地質概説

この地域を構成する地質系統は，地質層序表に示したとおりである。

構成岩類は，新第三紀以降の火山噴出物および火山砕屑物を主とし，正規の堆積岩

層は，一部にふくまれているにすぎない。地質構成を大きくみると，中新世岩類，鮮

新世に属する火山砕屑物と古期火山岩類，洪積世に属する新期火山岩類と段丘堆積物，

沖積世の崖錐堆積物，扇状地堆積物および沖積層の 4 つに区分することができる。

中新世岩類は，主として緑色凝灰質集塊岩，緑色角喋凝灰岩，緑色凝灰岩，砂岩，

泥岩，硬質頁岩，流紋岩，プロピライトなどから構成され，知床半島基部地域に発達

する忠類層および越川層を構成している岩相に対比される。とくに火成岩としてはブ

ロピライトの発達がいちじるしい。砂岩，泥岩などの正規堆積岩層は，緑色凝灰質岩

層の中に発達しており，硬質頁岩層は緑色凝灰質岩層の上位に発達している。

第 1 表知床半島地質総括

時 代層 序 計 質 火戎活動 鉱化作用情 者

4中積層 機，砂，粘土，火山灰

長持益事健貫界E見

齢、 丘砂

第 崖扇状錐地お堆よ積物び 'Ii塊，喋，砂

開:

河岸段丘堆積物 様司砂，枯 f守 硫III黄山火

114 火山灰層 火山灰，軽石.砂.粘土

更
普通輝行紫蘇輝石安山岩蘇輝質熔石結凝灰岩.普山通岩 輝 知山 床岳 火火山噴出物
f1紫蘇輝行安山岩，紫 普通輝石安

'Ii
羅Ill F1 岳火紀 段丘堆積物 機.砂，枯 I:

世
普通輝石紫蘇輝石安山岩，紫蘇輝石普通輝石安 普通輝石紫蘇輝石安

硫黄鉱床
火山噴出物 山岩， 合か人竹人石紫蘇輝石普通閃石輝黒石雲安母山流宕紋 , 山岩脈 遠III 斉ゆl 火

含紫熔蘇輝結石凝普灰通岩輝.石破安瑠山質岩安, 角 ι毎時 IJ 火 III
岩質 山岩質集塊岩

普通輝石紫蘇輝行安
←地変

鮮
崎煙異川

普通輝石紫蘇輝石安山科質集塊岩 i骨II 脈岩脈.納.付角主閃計石出安眠山前集掩 lt 層

F川品 Fパル
隆志別層

両輝石安山!fi質tfirt，いl質集塊岩，角機疑灰'Ii， 普通様イi紫蘇輝千1'~ど

期
火山性障壁軍"機質砂利，砂11. 砂質泥岩 山手7脈

t吐
幾占層

泥岩.砂質泥ft ，凝灰質砂'Ii，軽石質凝灰岩司 ， i英主 Ilrtt脈

角喋イ疑灰尉.砂質貞岩

Z再 銅
←I也変

越川層 頁持層 硬質頁岩. ;:tt坑司軽行i質凝灰ft ，凝灰質砂宇f 制約玄武lf脈

f量 頁灰岩岩E・凝層 角喋ィ廷灰宥‘硬質頁岩， ih'ft ，凝灰質砂ti
主治

中 J:lE ，ik'i 英'正 [11ft 脈，

:F3Z
rml 針質問内醐闘 プロピライト計脈 鉛鉱床報凝灰岩， {i 英粗而岩質角嫌疑灰岩.石

~Ii 英組 l函岩質集塊宕， ，疑以岩，プロピラ

イト，泥岩，砂岩，緑色 d島町長岩 プロピライト

紀

則 明忠顕E ー れ震 英雄 籾灰 商尉 層白石世 石英粗面岩質緑色凝灰岩，石英字 R両府燃 lt 石英粗而岩

安灰山岩'Ii質漣 膚 安山岩質緑色凝灰宥，両輝石安山 lt 質集塊'Ii

-4-



第 2 表地質層序表

時代 層 序 持 質 火 目立 I岳 重力 鉱化作用

第
山・ 出「 積 層 磯，砂，粘土

硫黄鉱床積

四 世 崖錐堆積物 告塊，砂

jj宅
三峯火山噴出物

鉄栃鉱鉱牒山羅臼岳火山噴出物
紀 積 段丘堆積物 時~.砂

遠音時IJ岳火山噴出物
階一

ホロベソ II! 熔岩
鮮 安山岩質集塊岩，安山岩質

イロイロ沢熔宕
新サシルイ川層 角磯凝灰岩，流紋岩質凝灰

景山口熔宕

川V |「I吐寸|… 'G.泥岩，凝灰質砂岩 | トッカリムイ熔お

ルサ川層
硬質民 、1 泌 :fi内 廷快一質砂 ,、 ン 2イ 熔計

司寺 中 宇f 吹仁臼熔岩

女h 岩 質集塊岩 十夜 岩 質 脈岩 京大II臼M 竹玄玄f 武武英小岩岩 女質 U 山出h女 7引内
銅

新 イワウベ ;;111 層 角機凝灰岩，凝灰岩、凝灰
鉛

質砂岩，頁岩. i尼岩 安山岩質プロピライト

紀
i吐 流紋岩

鉛鉱床亜羅臼川層
j定紋岩質角磯凝灰岩，凝灰

岩， <;疑灰質砂岩，貞岩

鮮新世に属する地層は，凝灰質集塊岩層と同質角蝶凝灰岩を主体とし，流紋岩質凝灰

岩をともなう。このほか正規堆積岩としては泥岩および凝灰質砂岩を爽む。この火山

噴出物は，この図幅地域外にも広く定達しており，きわめて広範囲にわたる火山活動

の所産である。岩相から，鮮新世とされている隣接する春刈古丹地域に発達する陸士

別属中に琵達する灰白色流紋岩質凝灰岩の薄層を央在していることから，鮮新世の火

山活動と考えられる。さらにこれらの地層の上位に安山岩の熔岩類が発達している O

第四紀の活動と考えられる，新期の火山噴出物は，普通輝石紫蘇輝石安山岩質，紫

蘇輝石普通輝石安山岩質のものを主体とするが一部に含かんらん石紫蘇輝石安山岩も

ある。また，規模の大きな火山砕屑流や普通輝石紫蘇輝石安山岩質熔結凝灰岩も発達

している O また，海岸線にそって，かなり明瞭な段丘地形が発達していて，砂喋層を

のせている。このほか， ~JJ 地帯には，崖錐堆積物が発達しており，河川に沿っては現

川床堆積物が，海岸に沿っては海浜恥積物が，それぞれ分布している。
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IV 新第三系

このIXI幅地域の基盤を構成しており，西側のオホーツク海側では，ホロベツ JII ，ウ

トロ川流域イワウベツ川中流流域およびイ夕、、シュベツ川流域に，それぞれ分布してい

る。また海岸線にそって露出しているばかりでなく，ルサ川流域，キキリベツ川流域，

ケンネベツ川，モセカルベツ川，オツカバケ川の海岸に，また，サシルイ川流域，チ

トライ川流域，羅臼川流域および、西別川流域に，それぞれ分布している。

おもに，火山噴出物で特徴づけられていて，正規の堆積岩層は，一部にかぎられて

し、る。

大きくみると中新世の火山砕特岩層および正規堆積岩層から構成されている羅臼川

層，イワウベツ川層およびルサ川層，鮮新世の火山砕屑物および火山岩類、とにわけら

れる。

IV.! 羅臼川層

この地層は，地域の南部で，知両別川の上流，羅臼川上流および同支流流域にそれ

ぞれ分布している。この地域の最下位の地層で，凝灰緑色の流紋岩質角喋凝灰岩を主

体とし，同質凝灰岩，凝灰質砂岩および頁岩の薄層を宍在している。知西別川上流で

は N lOoW• 60o
E，羅臼川左股川上流では N 40

0

E ・ 15°SE の走向・傾斜をそれぞれ

しめしている。

この地層の上位にはイワウベツ川層が整合でのっている。さらにこれらは，安山岩

質プロピライトで貫かれているほか立仁臼熔岩，ホロベツ熔岩，遠音別岳噴出物およ

び羅臼岳火山噴出物などで不整合におおわれている。

岩相から，知床半島基部地域に発達している忠類層に対比されるものと考えられる。

IV.2 流紋岩

この岩石は，知西別川上流に露出している。のべた流紋岩質角磯凝灰岩を主体とす

る羅臼川層の一部にふくまれる，流紋岩熔岩と考えられる。この熔岩の上位は侵蝕さ

れて，さらに，新規の火山岩や火山砕屑物におおわれていて不明である。

岩質は灰緑色を呈し，一部に流理構造が発達している。また，ところによっては黄

鉄鉱の鉱染がし、ちじるしい。

IV.3 イワウベツ川層

この地層は，イワウベツ川中流，ホロベツ川上・中流流域，羅臼川中流流域にそれ
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ぞれ発注している。のベた羅r-j川層の Lf\LJこ整合で、のっておリ，鮮新世の火山噴出物

および、第四紀の火[[Ir噴出物で不整合におおっている。イワウベ、ソ川上流では N500E ・

22~45°NW， ホロベヅ川上流では N 85~700E ・ 25~300NW. 同川中流では N60°

W·25°EN，羅日Jl lf}二I 流で、は N 200 E ・ 15°E ， Ip]川の右股川では N 5°E ・ 20
C

W， 知I

丙別 JI[ と流では N54°E ・ 40° SE のJ12 r句・傾斜をそれぞれしめしている。

構成員は，ほとんど凝灰質集塊岩，同質角i蝶凝灰岩からなるっ|昨緑色ないし l出版緑

色を呈する安山岩買のものである。この地層中に黒色ないし陥灰色の頁岩， i尼岩およ

び灰縁色の凝灰質砂岩の互層を夫在している。この正規堆積岩はイワウベツ川流域，

ホロベヅ 11[1 ド・下流域，知v可別川および、羅臼川中流域に発注している。

岩相から，矢ii床半島の中部から基部地域にた達している1也川!?号の一部，および同牌

と指交する奥議日Ij集J鬼岩層に対比されるものかむ知れない。

IV.4 プロピライト

イワウベツ川流域，ホロベツ川上流，フンベツ川上流流域，催日川中流流域に分布

している。

のベた羅臼川屑およびイワウベヅ川!再を貫いている。一部は有床状をとっている c

H()- 緑色を呈する安山岩質のものである。

このブロピライトの活動は， I尭菜、日Ij集 i鬼民宕を rr くフロピライト岩脈の活動の|時期

と|司 II!j: 期のものと考えられる。

IV.5 ルサ川層

この地層は，ルサ III 寸lifrC 流域に I& も広く定達しているほか，経臼温泉の東部地域お

よび矢 II 丙別川の支流の右股沢流域にも分布している。この凶 II!民地域の東側だけに発達

しているのが特徴である。

ルサ川流域では， N100W • 36°E, N20c

E ・ 15° W，経日温肢の東部では N200E ・

30
0

ESの走向・傾斜をしめしている。

のべたイワウベツ川層の上位に整合にのり，サヅルイ川 I~，立仁日熔岩， トッカリ

ムイ熔岩，イロイロ沢熔岩などのほか，新期火山噴出物に不整合でおおわれている。

岩質は，硬質頁岩の薄!首と凝灰質砂岩の薄互)首で，一部に塊状の黒色泥岩の薄層を

央在している。

宕相から ， JlJ f~半島の中部以市に発達している越川)曽上部の立岩層に対比される。
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JV.6 サシルイ川層 (Sag ， Sms)

この地層は，東部地域に広く発達している。トッカリムイ海岸，ルサ川下流流域，

キキリベツ川流域，ケンネベツ川流域，モセカルベツ川沿い，オッカパヶ川流域，サ

シルイ JII と羅臼川とにはさまれた山地などに，広く分布している。このほか，図幅の

西端部のウトロ地域およびイダ、シュベツ川下流流域にも分布している。

トッカリムイから知円別にし、たる間では N5-lOoW • 1O-30 oE, オッカパケ川口

では N5°W ・ 20
o

W， 同川中流流域では N5°E ・ 20
o

SE，羅臼川下流流域では N70°

E ・ 28°SE および N500W • 22°SW の走向・傾斜を，それぞれしめしていて，大きく

みて，東に傾斜する単斜構造をしめしている。

一方，西部地域では走向・傾斜は明らかでないが，全体として北西に傾斜している

ようである。

岩相は普通輝石紫蘇輝石安山岩質集塊岩を主体としているが，ととろによっては角

礁凝灰岩のところもある。東部地域では泥岩層，凝灰質砂岩層を爽在しているほか，

ショウジ川流域やキキリベツ川流域では，灰白色の流紋岩質凝灰岩の薄層を介在して

いる。

このような岩相から，先l床半島地域に発達している鮮新世に属する幾品層，および

陸士別層に対比されるものと思われる。

IV.7 岩脈類

これまでのべた各地層を貫いて，岩!派類が発達している。岩脈は玄武岩 (Ba)，玄

武岩質安山岩 (An)，および石英安山岩 (Pc) である。

玄武岩は，ホロベツ川流域ではイワウベツ川層およびサシルイ川層を，ルサ川流域

と羅臼川下流流域で、はルサ川層およびサシルイ川層を，それぞれ貫し、ている。岩脈の

貫入方向は N-S または NE-SW の延長方向をしめすものが多い。黒色を呈する轍

密堅硬な岩石である。

玄武岩質安山岩は， トッカリムイ海岸に露出しており，サシルイ川層を貫いてい

る。岩脈の延長方向は N-S である。

石英安山岩は， Iヨ幅西端部にあるべレケ川の支流，および羅臼川支流の清水沢上流

に，それぞれ露出している。

前者では，イワウベツ川層，サシルイ川層を貫き， 段丘堆積物でおおわれている。

，後者ではイワウベツ川層を貫き，新期火山1噴出物でおおbれている。
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ベレケ川支流の石英安山岩は，暗灰緑色を呈し，炭酸塩化および緑泥石化作用をう

けている。石英と斜長石の斑品がみとめられる。

清水沢に露出している石英安山岩は，灰白色を呈し，珪化されて石基は玉髄質石英

集合体で交代されている。

以上のベた岩脈類の道入時期は，野外の観察から，サシルイ川層堆積以後である。

lV.8 安山岩熔岩類

鮮新世に属する安山岩熔岩煩として，立仁臼熔岩 (Tad) ，ハシコイ熔岩 (Had) ，

トッカリムイ熔岩 (Ttd) ，登山口熔岩 (Tad) ， イロイロ沢熔岩(I rd) ， ホロベツ川

熔岩 (Hod) があげられる。

:古:仁臼熔岩は，羅臼川と知商別川とにはさまれた山地を形成している。イワウベツ

川層，ルサ川層およびサシルイ川層を不整合でおおい，段丘面で切られ，段丘堆積物

でおおわれている。

岩質は暗灰青色を呈する徹密堅硬な，普通輝石紫蘇輝石安山岩である。
とびにたい

ハシコイ溶岩は，飛仁帯の丙方山地を形成している。サシルイ川層の上位に発達し

ているが，直接の関係は明らかでない。

岩質は暗灰色を呈する，きわめて堅硬な岩石で，一見玄武岩様の外観をとる普通輝

石紫蘇輝石安山岩である。サシルイ川層を構成している安山岩質集塊岩層を構成して

いる岩塊の岩質とよく似ているので，サシルイ川層中の熔岩かも知れない。今後検討

する必要がある。

トッカリムイ熔岩は， I司幅地域の北東隅に位置するトッカリムイ岳(標高 569 m)

を形成する熔岩である。サシルイ川層の上位に発達しているが，その直接の関係は不

明である。

岩質は，黒色ないし i出版色を呈し，一部は多子 L質な普通輝石紫蘇輝石安山岩である。

登山口熔岩は，サシルイ川と羅日川とにはさまれた山地に分布している。イワウベ

ツ) II層，ルサ川層，サシルイ川層を不整合におおっている O

岩質は，暗灰青色から暗緑色を呈するやや粗粒な角閃石安山岩である。羅臼温泉付

近に発達するものは，温泉作用をうけて緑泥石化がし、ちじるしく，粘土化がすすんで

いる。

イロイロ沢熔岩は，イダシュベツ川の北東約 lkm のところにあるイロイロ沢流域，

およびイダシュベツ川中流流域に分布している。サシルイ川層の上位にのり，三峯火
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山噴出物や硫黄山火山噴出物でおおわれている。

岩質は暗灰青色を呈する般密堅硬な，紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

ホロベツ川熔岩は， I司幅地域の西南部のホロベツ川南方流域，斜里町と羅臼町とを

境する尾根に分布している。イワウベソ川層，安山岩質ブロビライト，サシルイ JII)吾

を不整合でおおい，遠音別火山噴出物でおおわれている。

岩質は， ff吉灰色を呈し，板状節理の楚達がし、ちじるしし、普通輝石紫蘇輝石安山岩で

ある。

以上のベた熔岩類は，上の地層と関係が不明なものが多く，全部が鮮新世火山活動

の所産かどうか，疑問な点も少なくない。したがって，これらの熔岩をもたらした火

山活動の時期を検討する必要があろう。

V 第四系

この凶幅地域に発達する第四系は，新規の火山噴出物，段丘堆積物，扇状地堆積物，

Z見 j可床堆積物および海浜堆積物である。

V.I 新期火山噴出物

凶幅地域の山稜部には，新しい感じの外観をもっ安山岩の熔岩や，集塊熔岩が分布

しており，さらに，その裾野に火山砕屑流が発達している。これらは，さきにのベた

古期火山噴出物にくらべて，かなり火山としての形態をのこしていることや，分布の

ようすが全く違っている。したがって，古期火山噴出物とは時期の違った火山活動に

よる所産とみられる。この新期火山噴出物のなかには，洪積世の噴出によるものと，

洪積世から現世にわたるものの二つがあると考えられる。

発達のようすから，遠音別岳火山噴出物，羅臼岳火山噴出物，三峯火山噴出物，硫

黄山火山噴出物にわけられる。

V.l.! 遠音別火山噴出物

この火山噴出物は，南に隣接する春苅古丹凶 III面の北西|明にある，遠音別火山体を形

成している。

この図幅地域では，西南|潤に分布しており，下位から含かんらん石紫蘇輝石普通輝

石安山岩 (Ondl) ， 普通輝石紫蘇輝石安山岩 (Ond2) ， および紫蘇輝石普通輝石安山

岩 (Ond 3) の 3 つの熔岩に区分される。

含かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩は，ベレケ川上流流域およびフンベ川土流流
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域に分布している。鮮新ドI:のサシルイ川層とホロベヅ熔岩を，不整合におおっている。

岩質は，黒色を呈する細粒の敏密な岩石で，科長石二、普通輝石♂〉紫蘇輝行〉かんら

ん石の斑品がみられる。

普通輝石紫蘇輝石安山岩は，遠音別岳の東側の山峯を形成している熔岩で， r司幅地

域の丙南部で，斜里町と羅臼町とを境する尾根に!よく分布している。中新田:の羅臼川

層，流紋岩，鮮新世のホロベソ III熔岩を不整合におおっている。

岩質は， i炎灰色を呈するやや粗粒な岩石で，科長石~、紫蘇輝石\普通蹄石の斑品が

みられる。

紫蘇輝行普通輝行安山岩は， )童青別岳火山噴出物の最上位の熔岩で，凶!隔地域の両

市隅に分布 L ているつ、ド恒な地形面を形成 L ている c 柱状節理のを遣がu 、ち I: るしい c

岩質は，時赤紫色を呈する m*~r.な岩行で， 科長石の大きな斑品 (3 mm) をふくん

でし、るのが特徴である。

V.1.2 羅臼岳火山噴出物

この火山噴出物は，羅臼岳火山休を構成しているほか，その一部はオホーツク海に

流人し熔岩台地を形成し一部は火!I I砕!丙流として東・両両地域に広く分布してい

る。一部は沖積[if:の所産と考えられる。

羅臼岳火Iljl噴出物は，下位から普通輝石紫蘇輝行安山岩熔岩 (Radl)' 紫蘇輝石普

通輝イi安山岩熔岩 (Rad2) ，紫蘇輝行普通輝行溶岩 (Rad3) ，持通輝石紫蘇榊:石安山岩

第 3 図羅臼岳火山
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質砕屑流 (Raj)，普通輝石紫蘇輝石安山岩質熔結凝灰岩 (Raw)，および羅臼岳山頂

の紫蘇輝石普通輝石安山岩 (Rad4) にわけられる。

紫蘇輝石普通輝石安山岩熔岩 (Rad2) は， オホーヅク海に流入し，遠音別と岩尾別

の平坦な熔岩台地を形成している。岩質は暗灰色を呈し，一部は熔結凝灰岩様の外観

を呈している。

安山岩質砕屑流は，羅臼岳を中心として東・西・南の三方に広く分布している。暗

灰色を呈する普通輝石紫蘇輝石安山岩の角礁の聞を同質の細い砕屑物でうめたもの

で，方々に流れ山と考えられる小突起部が散在している。

V.l.3 三峯火山噴出物

羅臼岳と硫黄 L1Jの聞の尾根を形成している火山噴出物である。普通輝石紫蘇輝石安

山岩 (Midl~Midりが多く，紫蘇輝石普通輝石安山岩熔岩 (Mid4) は小規模である。

一部の普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩 (Mid2) は，東に流下し，オッカパヶ海岸近く

にまで達している。

いずれも暗灰色の粗粒な岩石で，一部は多JL質のところもみられる。

V.l.4 硫黄山火山噴出物

この火山噴出物は，硫黄山を構成しているもので， I司幅の北部地域に広く分布して

L 、る。

下位からカムワツカ川下流流域，イロイロ沢およびウブシノツタ川に分布する普通

第 4 図硫黄山火山
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第 5 図硫黄山爆裂火口壁

輝石紫蘇輝石安山岩質集塊岩 (lod1)，東部地域に広く分布する普通輝石紫蘇輝石安山

岩熔岩 (lod2)，北部地域に広く発達する普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩(IOd3)，硫黄山

をつくっている紫蘇輝石普通揮石安山岩(IOd4)，および硫黄山の南にあるドームを形

成する紫蘇輝石普通輝石安山岩 (lod5) に分けられる。

いまなお，硫黄活動がつづいている活火山である。

V.2 段丘堆積物

オホーツク海岸では宇草呂からホロベツ III にし、たる間に，根室海峡海岸ではトツカ

リムイから羅臼にし、たる問に，それぞれ標高 50~100 mの平坦な段丘面が発達してお

り，砂喋層をのせている

このほか，イワウベヅ III 下流および羅臼川下流の河岸にそって，現河床からの比高

5~10m のところに，明瞭な平坦面が琵達している。このヂ坦而に喋層をのせている。

堆積物は砂礁のみからなり，まえの海岸にそって琵達している段丘堆積物とは，まっ

たく性質が違う。
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V.3 崖錐堆積物 (Ta)

|司幅地域の西南部，羅臼川支流清水沢の北部山地，羅臼温泉地域，キキリベツ川と

モセカルベツ川とにはさまれた海岸地帯，ルシャ川上流の各地域に発達している。背

後の山地から供給されたいろいろの大きさの礁が，多量に堆積したもので，緩傾斜の

特徴ある地形をつくっている。

V.4 扇状地堆積物 (F)

地域の北西で，オホーツク海に注ぐイダシュベツ川口周辺に発達している。背後の

山地から供給されたいろいろの大きさの擦が多量に堆積したもので，中には品位の低

い硫化鉄鉱や，硫黄鉱石も混じっている。

V.5 現河床堆積物および海浜堆積物 (F)

凶幅地域内を流れる大小各河川の流域，および海岸にそって分布している。礁，

砂，粘土から構成されている。

VI 応用地質

この地域は，知床グリーンタフ地域の一部に属するが，銅・鉛・亜鉛鉱床にとぼし

く，新ウトロ鉱山があるだけである。しかし規模の大きな褐鉄鉱鉱床が所々に存在

しており，このような未開発褐鉄鉱鉱床の存在している地域は，日本には最早ない。

このほか硫黄鉱床があり，昭和 11 年に噴出した溶融硫黄は，あまりにも有名である。

以 kの鉱物資源のほか， lヨ幅地域内の所々に温泉が湧出している。

VI.l 銅・鉛・亜鉛鉱床

銅・鉛・亜鉛の鉱床としては新ウトロ鉱山がある。斎藤昌之(1956) によれば，こ

の鉱床は，いわゆる黒鉛式鉱床で，露頭部から約 5m 下部を鍾押し探鉱し， 50m ほ

ど掘進していたという。その状態は，安山岩質ブロピライトと黒色頁岩の断層帯に匹

胎しているが，膨縮が少なく，幅 30cm で 40m 確認され，さらに錨先にのびてい

る。下部の状態ははっきりしないが.上部の坑道水準の約 20m下から竪入坑道をきっ

て，上部坑道の坑口付近に着鉱しているようすから判断すると，縮小しているように

もみえる。

VI.2 褐鉄鉱鉱床

|司幅地域の地質構成と，褐鉄鉱鉱床の分布をみると，褐鉄鉱鉱床が存在していると

-14-



@;褐鉄鉱菰床

o 1 2 3 4 skm

第 6 図 羅臼岳一硫黄山山麓地域における褐鉄鉱鉱床分布図

ころは，火山体の周縁部で，基盤岩類土露出する両者の境界付近，つまり溶岩流など

の火山噴出物の縁辺部に相当するところに，ひじように多く存在している。

羅臼岳周辺地域 2基盤は，新第三紀の流紋岩質緑色凝灰岩を主とする羅臼川層，安

山岩質緑色凝灰岩から構成されているイワウベツ川層およびとれを貫ぬく安山岩質プ

ロピライトからできている。これらの基盤岩類をおおって羅臼岳火山噴出物が発達し

ており，羅臼岳火山体の縁辺部の各所に，温泉や鉱泉の湧出があり，その中にはいま

なお褐鉄鉱を沈澱しているものもある。火山体を構成している熔岩がきれて，基盤岩

類が露出する西方縁辺部にウトロ鉱山が，東南方山麓の縁辺部に羅臼鉱山の褐鉄鉱鉱

床が，それぞれ存在している。

羅臼岳の北方約 7km のところに硫黄山がある。 この火山の基盤は，新第三紀鮮新
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色J.，

世のサシルイ川層，同時期2紫蘇輝石普通輝石安\Jj岩p 同質集塊岩および凝灰岩から

構成されている。乙の基盤岩類を不整合におおって，硫黄山火山噴出物が発達してい

る。

この火山体の山麓でも，基盤岩の露出地域にうつりかわる付近に，多くの含鉄温泉

や鉱泉が湧出しており，規模の大きな褐鉄鉱鉱床が存在していて，いまもなお含鉄温

泉や鉱泉から，褐鉄鉱が沈澱形成されている。

硫黄山火山体の北西方山麓で，基盤岩の露出がみられる縁辺部に， 知床鉱山の第 1

から第 5 までの褐鉄鉱鉱床が，また火山の西南方山麓がきれて，基盤の鮮新世に属す

るサシルイ川層や，イロイロ沢溶岩が露出する付近に，イタシュベツの褐鉄鉱鉱床と，

イロイロ沢褐鉄鉱鉱床が，それぞれ存在している。

これらの褐鉄鉱鉱床は，鉄明ばん石層と，褐鉱鉱層とが互層しているものと，ほと

んど鉄明ばん石をともなわない褐鉄鉱層だけから構成されているものの， 2 つの型が

-16~



。

第 8 図知床鉱山の鉱床分布図

500""

ある。

前者に属するものには，羅臼鉱山の褐鉄鉱鉱床，ウトロ鉱山の褐鉄鉱鉱床があげら

れ，後者に属するものには，知床鉱山の褐鉄鉱鉱床，イロイロ沢褐鉄鉱鉱床およびイ

タシュベツ褐鉄鉱鉱床がある。しかし，知床鉱山の第 2 鉱床やイタシュベツ鉱床の一

部にみられる，褐鉄鉱が円錐状に沈澱固定している鉱泉の湧出口周辺には，わずかで

あるが鉄明ばん石の沈澱がみとめられ，湧出口をはなれたところでは，ほとんどみら

れない。

褐鉄鉱の回結のていどをみると，鉄明ばん石をともなう褐鉄鉱は，回結の度合が高

く，鍛密堅硬なものが多い。乙れに反して，鉄明ばん石をともなわないものは，前者

にくらべて固結の度合は低い。

また，一般に鉱層 2上部から下部にむかつて， しだいに固結の度合が高い傾向をし

めしている。

鉱石には塊状鉱と粉状鉱とがある。塊状鉱は鉱層の下部に，粉状鉱は最上部に，そ

れぞれ発達している。

塊状鉱は黒褐色，暗褐色，黄褐色などを呈し，敏密堅硬なもの，塊状多孔質なもの，

塊状をとっていても粉状になりやすいものなど，多種多様である。一般に黒味をおび、
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地 域

第 3表褐鉄鉱分

名 [鉱山名または鉱床名 I Fe%ISi02%IS %Ip %I
羅火臼岳体火山体一硫黄山 宇登日鉱山 49.48 6.48 0.36 0.12
山山麓

52.16 2.80 0.13

55.29 2.52 0.17 一

52.16 4.20 0.25 1.01

52.16 4.98 0.54 一

51.02 2.28 1.10 一

49.26 4.94 0.75

51.16

51.38 1.761ｷｷ 1. JムO 0.28

50.70 4.401 0.83 0.05

47.25 9.541 0.27

50.60 3.521 0.90

39.32 22.221 0.71

羅 臼 鉱 ~!J 51.05 8.94 0.29 0.10

42.11 17.78 0.14

50.27 9.08 0.17 0.19

49.59 9.68 0.20

48.70 8.10 024 0.26

51.27 8.50 0.26

48.92 10.78 0.18

52.16 8.52 0.23 0.11

知 床 鉱 WJ 52.42 1.42 1.92 0.27

53.69 0.98 1.42 0.58

51.34 6.32 1.29 0.01

50.48 6.55 1.29 O.ω

54.20 2.68 1.17 O.ω

53.89 5.34 1.23 0.15

53.61 5.22 1.35 0.03

53.16 2.34 1.08 0.52

49.29 1.08 3.06 1.13

54.16 1.58 1.17 0.29

53.59 2.44 1.12 0.27,
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K20%

析値一覧表

考

0.45'

0.23

0.25i
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lj 第 3 鉱床

地質調査所北両道 |

交所 It4U
黒色縞状鉱

褐色粉状鉱

陪褐色縞状鉱(50em)

陪補色塊状鉱と粉状鉱の 11: 層 (60em)

褐色縞状鉱 (1 m)

黒褐色~:f L質鉱(露頭中部中)

暗補色縞状鉱(露頭中/部 J:)

北 {bJ: j藍す地ド資源 第 2 鉱床

調査所 4 号試すいコアー(栴鉄鉱層厚 12 m)
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地 域 名 l 鉱山名または鉱床名 I Fe% II Sぬ %IS %Ip%

羅臼岳火山体一硫黄山 失11 床 鉱 山 54.10 2.24 1.07 0.24
火山体山麓

52.83 3.18 1.43 0.31

51.00 0.82 2.69 0.43

47.78 0.78 4.13 0.93

53.32 1.42 1.25 0.55

52.03 4.04 1.13 0.02

53.37 2.26 1.22 tr

48.76 8.00 1.08 tr

52.58 2.80 1.36 tr

51.26 2.87 1.84 0.28

53.09 0.86 0.02

54.10 5.56 0.89 0.04

54.47 4.02 1.14 0.05:

53.57 5.72 1.06 0.05

52.17 7.351 1.04 0.11

53.48 5.86 1.00 0.05

55.24 4.99 0.98 0.05

52.99 6.67 0.89 0.01

54.36 4.99 0.90 tr

54.16 5.55 0.92 0.02

イタシュベツ鉱尿 51.15 2.48 0.81 0.02

50.15 8.40 0.58 0.12

48.03 12.18 0.37 0.08

48.25 4.66 0.50

51.04 7. 0.33 0.04

51.27 4. 0.46 0.08

47.47 3. 1.03 。‘ 01

50.15 4. 0.27 0.01

41.99 0.20

49.59 3. 0.89

47.80 6.52 0.60 0.03')

47.69 4.04 0.92 0.20

48.72 6.27 0.58 0.07
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4 号試すいコアーの平均

l-1fF- ぺ備

第 2鉱床

5 号試すいコアー(樹鉄鉱層厚 7 m)

0.04!

trI

tr

trI

trl

0.001

0.001

0.00'

o 州
O.OO! 地質調査所北両道

l 支所
0.001

第 5 鉱床

8 号試すいコアー(福鉄鉱層厚 5.6 m)

8 号試すいコア一平均

第 5 鉱床

9 号試すいコアー(掲鉄鉱層厚 3.1 m)

9 号試すいコア一平均

第 1 鉱床同部

| 第 1 鉱床西部平均
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0.39 0.13

2.59 0.18:

1.36 0.20

2.31 0.04

竺j 名 l …たは鉱床名 iFeysiMlsいιl

羅日 l在火山休 硫黄 III 1 イタシュベツ鉱床 I 50 吋 6.281 1.24!
火山休山麓 .~ ~.I ~ .~I ~ ~~I ~ ~J

49.811 3.481 0.701 0.021

50.601 3.061 1.201 -!

1 必 .14 1 2.5611.891 -I
49.671 3.851 1.26i -i

4568i232i3421001

5015!1701190l oOIl

53.88' -I 1.92 0.06…2011240ml
55 何 -I 1 叫 oω1

49.14 2.721 1.81 -,

517111 勾1.771 0.06
51.711 1.421 1.70: 0.08

53.58 -I 2.41 0.07

53.711 2.49! 1.50r 0.14:

55.36! 1.吋 1.3410. 侃
|コ

55.35 ・ l

(問。円。有 023l
54 勾 0.67: 0 向。吟

53.98 1.151 0.65 0.20

51 問 4 問。吟 0.03

50.72i 2.711 0 .40 , 0.07i

54.1O[ 3.15i 0.14' 0.11'
49 肝 O 問。叫 oM
55.241 1.311 0.571 0.16

509912d o 回1.21，
49.70
1
9.121 1.25 0.45

1

54 刊。問。引 0.13

53.51' 1. 72 , 0.191 0.12

54.84' 1 同

53 内 1 内

55.74' 0.551

53.88
1
1.59
1
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[K20%As%分析

0.02 0.00

0.01 -'

0.01

長 l 備

指 1 鉱床東'， I;

第 2 鉱庶|旬 i百;

第 2 鉱床 I Yi m; 、ド均

i，¥~ 3 鉱床北部

;君 3 鉱床中 {;'r;

第 3 鉱床た ffi 頭

第 3 鉱床 IN 東/， :1;

考

第 3 鉱床 No.10 簡易試すいコアー褐鉄鉱

層厚 8.6 ill (鉄明ばん石層 2.1 ill をのぞ

く)
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地 域 名 |鉱山名または鉱床名 I Fe% ISぬ %1 s%Ip % I

0.38;

0.04

0.03
1

黄山 イタシュベツ鉱床 55.68 1.43 1.13 0.53

53.14 3.34 1.52 0.00

54.33 1.59 1.78 0.19

53.67 3.18 1.26 0.04

54.77 3.45 1.27 0.04

54唾a 別倒叫吋叫i
4.80 1.01 0.09

54. 4.32 1.07 0.10

54. 4.521 1.21 0.08

52. 7.41 0.75 0.05

53. 4.61 1.10 0.07

51.75 4.33 1.98 0.02

52.64 1.83 2.73 0.01

bF 0U978912Hq 州明刷6!ω引判uulJ川lli1111l
4.34 1.93 0.01

イロイロ沢鉱床 56. 1.62 0.43 0.59

54. 0.83 1.91 1.37

52. 4.47 0.49 0.82

54. 1.80 0.52 0.38

55. 1.53 0.28 0.79

54.66 3.97
，、，、〆、

，、-・ F・

55.50 2.81

羅臼岳火山体一硫

火山体山麓

知床 i吾火山体山麓 i 合泊川上流

カモイウ川「

第 4 表ウトロ鉱山鉄明ば

地 域 名!拡山名手た ~.*~ p二五[

羅臼岳火山体山麓|ゥ トロ鉱山 I 39 倒 ω01 7 叫 -;

制2iU 泊二 l

l::1:;:;11
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K20%IAs% I 分析
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第 9 図知床鉱山第 3 露頭

第 10 図 イダシュベツ褐鉄鉱鉱床
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褐色を呈するものは轍密堅硬で，明るい褐色を呈するものほど軟質となる。

塊状多1L質な鉱石には笹，白樺，蘇苔類などの植物の印痕がよくみられる。

褐鉄鉱は含水酸化鉄鉱物の針鉄鉱で，硫黄含有量の高い褐鉄鉱は針鉄鉱のほか鉄明

ばん石がふくまれている。

鉄明ばん石は，一般に鮮黄色ないし帯褐黄色を呈し，ときには帯黄褐色のものもあ

る。紙密塊状のものが多く，ときには粉状となることもある。

褐鉄鉱の品位は，鉄は 47~57° で，その含有量は良好である。硫黄は一部に 1%を

こえるものもあるが，全体を通じてとくに多いというほどでない。燐についても硫黄

と， ほぼ同じことがし、える。 カリは一部に 2%以上の含有量をしめすものもある

が， 0.1---1. 0%をしめすものが多い。また枇素はきわめて微量である。

鉱量は褐鉄鉱約 350 万トン， 鉄明ばん石約 60 万トンが期待できる。 この鉱量は，

知床半島における金鉱量の 95%を，この図l幅地域でしめている。

VI. 3 硫黄鉱床

凶l隔地域内に存在している硫黄鉱床には，硫黄山の鉱床と，硫黄山中腹の爆裂火口

から噴出した溶融硫黄鉱床があげられる。

前者の鉱床は，標l高 1 ,000---1, 300 m のところで，爆裂火口の側壁に存在している。

長径 100m，短径 20~30 m の範囲をもった昇華硫黄鉱床で， いまもなお硫気ガスが

噴出していて硫黄鉱床を形成しつつある。

地形的にみて，爆裂火口の側壁とし、う急斜面に存在していることと，規模が小さい

ことから，稼行価値はない。

後者は，昭和 11 年の 2 月から約 10 ヵ月間に硫黄山の北丙部中腹の爆裂火いから，

多量の溶融硫黄を間歌的に噴出した。カムイワ、ソカ 11\ に流下した硫黄総量は，数ヵ月

中に 20 万トンに達する，純粋にちかい硫黄が河床を埋め， また， 熱湯とともに海に

流れこんだ粉状硫黄は，カムイワヅカ川口付近の海岸一面に，波浪により打ち上げら

れ，一時は全く硫黄の砂浜をつくったという。

VI.4 温泉および鉱泉

図l幅地域内は千島火山帯にふくまれ，新期火山活動がおう盛に行なわれた地域で，

遠音別火山，羅臼岳火山，いまなお噴煙をつづけている硫黄山火山などが脊梁に連な

っている。このため所々に温泉や鉱泉の湧出がみられる。

主なものとしてはオホーツク海側にカムイワッカ川の中流および~M口近くの温泉，
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チャシコツ原野の鉱泉および温泉，イワウベツ川中流にある岩尾別温泉，ウトロ鉱山

の鉱泉があり，根室海峡側では羅臼川中流に羅臼温泉がある。つぎに主なものについ

て説明する。

カムイワッカ川口ちかくに湧出している温泉は， 泉祖 48°C 前後で褐鉄鉱を沈澱し

ている。

岩尾別温泉は，イワウベツ川上流の川岸のイワウベツ川層の中から自然湧出してい

る。

泉温は 40-60°C で， NaCl と NaHc03 が主要成分で， このほか陽イオンとして Ca

+Mg が 7-8%，陰イオンとして S04 が 15%ふくまれている。

図河肢長丘堆着物

国安山岩島軽石堆積物

白崖鑑姪積物

四角閃石安山岩

昌涯灰質国岩砂岩互r

E 問砂岩
国車山相集塊岩

5コ温泉j勇出地点

第 11 図 羅臼温泉付近地質図および温泉湧出地点
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チャシコツ原野の温泉は，深度 318m の坑井から揚水しているもので，泉温は 34-­

36°C である。 NaCl が主成分で，このほか HC03 が約 10 %, Ca およびMg を含んで

いる。

この温泉のNaCl の起源は，おそらく残留海水の影響によるものであろう。

羅臼nit泉は，羅臼川本流とその支流にそって30 数カ所から 40--100°C の温泉が湧

出している。

羅臼川ぞいおよび元湯の沢に湧出しているものは泉温が高く，{坊の沢ぞいに湧出す

るものは低温のものが多い。化学的にみると，H2S ガスをふくむものと， C02 ガスを

ふくむものとに区別される。前者は高蹴(78--100°C)であるのに対し， 後者は低tM

(38--50°C) をしめすものが多い。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50 ,000)

RAUSUANDCHIENBETSU

(Abashiri-29, 30)

by

ShigeoDOl, SumitoshiSAKO

KoheiMATSUIandCheoulWooKIM

Resume

TheareaofthesheetmapislocatedinbetweenLat.45ー00'ｭ

45ー10'N andLong.145ー00'-145ー19'E, wheresignifiesthecentral

portionoftheShiretokoPeninsula.

Themostpartofthesheetareaisoccupiedgeomorphoｭ

logicalybyprecipitousmountainouslandwiththelowlandand

terracesatthelimitedareas. ThebackboneridgeofthePeninｭ

sulatrendsinthedirectionofN40ー Ealongwhichthevolcanoes

oftheQuaternarysuchastheIoh-Zan(1562.8m) , Rausu・Dake

(1660.7m) , andnamelessmountain(1390m)arearranged.

Geology

Thegeologyofthesheetareaiscomposedoftheformaｭ

tionsoftheNeogeneandQuaternaryaswellasvolcanicrocks.

TheformationsoftheNeogeneasthebasementcomplex

aredividedintotheRausugawa, Iwaubetsugawa, Rusagawaand
SashiruiFormationsfromthelowertotheupperinwhichthe

lowerthreeformationsareoftheMioceneandtheuppermost

formationofthePliocene.
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TheRausugawaFormation, thelowestofthesheetarea, is

distributedintheupperreachesoftheChinishibetsu river, the
Rausuriverandtheupperreachesofitstributaies. Itconstists

mainlyofrhyolitic tu 旺 breccia associatedwithrhyolitic tuff,
tuffaceoussandstoneandalsointercalatedrhyolitelavas.

TheIwaubetsuFormationdistributedinthevicinitiesofthe

Iwaohotspring, Horobetsuriver, andalsothemiddlecoursesof
theRausuandChinishiriver, iscomposedmainlyofandesitic-tu 百

brecciaintercalatedwithshaleandmudstone. Theandesitic

propylitesintrudeintothesebeds.

TheRusagawaFormationcoveringtheIwaubetsuFormation

with unconformity, isdistributedinthevicinitiesofthelower

courseoftheRausuriverandthemiddlecourseoftheChinishi

riveraswellastheRusa. Itconsistsofhardshalewiththin

bedsofmudstoneandtu 妊aceous sandstone.

TheSashiruigawaFormationofthePliocenecoversallofthe

formationsabovementionedwithunconformity. Itisdistribuｭ

tedinthevicinitiesofthelowercoursesoftheRusaandthe

Kikiribetsu, themiddleaswellasthelowercoursesof the

Kennebetsu, theMosekarubetsu, themiddleaswellasthelower

coursesoftheOtsukabake, the Sashirui, the Chitorai, andthe

lowercourseoftheRausu, themiddleandthelowercoursesof
theIdashubetsu, thelowercourseoftheHorobetsu, thePekere

andthemiddlecourseoftheFunbe. Itiscomposedofthe

andesiteaggromerateandtu 妊 breccia intercalatedwithrhyolitic

tu 任， tu 旺aceous sandstoneandmudstonebeds.

Every formationabovementionedis intrudedbyvarious

dikesofdacite, basalticandesiteandbasalt. Furthermore, the

latestlavasoftheTachiniusulava (clinopyroxene 七ypersthene

andesite) , theHashikoilava(clinopyroxene-hyperstheneandesite) ,

theTokkarimuilava(clinopyroxene-hypersthene andesite) , the

Tozanguchi lava (hornblende andesite) , the Iroirozawa lava
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(hypersthene-clinopyroxeneandesite)andtheHorobetsugawalava

(clinopyroxene占ypersthene andesite)coversalloftheNeogene

formationsandigneousrocks.

TheformationsoftheQuaternaryaredividedintofiveof

terracedepositoftheDiluvium, talusdeposit, fandeposit, river

beddepositandbeachdepositoftheAlluvium. Theterrace

depositsareseenalongthecoastwiththe:flatplaneof30-100m

highabovesealevelandarecomposedofsandandgravels.

SomeofthetalusdepositsmightbeoftheDeluvium. Thefan

depositisonlyfoundattheestuaryoftheIdashubetsuriverand

iscomposedof gravels, bouldersandsandderivedfromthe

MitsumineandtheIohzanvolcanoes.

ThevolcanicrocksoftheQuaternaryaredividedintothe

Onnebetsu, theRausudake,theMitsumineandtheIohzaneffusives.
TheOnnebetsueffusivesdistributedinthesouthwesterncorner

ofthesheetarea, arecomposedofolivinebearinghyperstheneｭ

clinopyroxene andesite, clinopyroxene-hyperstheneandesiteand

hypersthene-clinopyroxeneandesite. TheRausueffusivesbuilding

theRausuvolcanicbodycoverextensivelythecentralportionof

thesheetarea. Theyarecomposedofclinopyroxene-hypersthene

andesite, hypersthene-clinopyroxeneandesiteandtheirdeviatives

asbrecciaandweldedtu 百s. TheIohzane百usives buildingthe

Iohzanvolcanicbody, isdistributedextensivelyatthenorthern

portionofthesheetarea. These e任usives arecomposedof

clinopyroxene-hyperstheneandesite and clinopyroxene- andesite

someofwhichmightbeofthealluviumthoughregardedasof

theDiluviuminthepresentcase.

Economicgeology

Thenaturalresourcesinthesheetarea, arethemetallicas

wellasnon-metallicoredepositssuchascopper-lead-zinc, sulpher

andlimoniteincludinghotsprings. TheShin-Utorominehaving

beenprospectedisamongofthecopper-lead-zincoredeposits.
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Itistheveintypedepositemplaced.withinthegreentuffbedof

theIwaubetsuFormationabout2kmnorthofMt.Utoro. The

veinswithintenseargillizationconstitutsofgalenasandzincblende

havingthelowqualityinaveragethoughthehighqualityinsome

portion.

Thelimoniteoreｷdepositsareassociatedwithsulpherdeposits,

pyrite-impregnationdeposits, chalybeatehotspringsandmineral

springsalongthecoastoftheSeaofOkhotskwheretheShiretoko

mine, theIdashubetsumine, theUtorominearearranged. The

RausumineandtheRausukodepositarefoundonthesideof

theNemuroStait. Thesedepositsaredividedintotwotypes

suchasthealternationoflimoniteandjarositeandthelimonite

bedwithoutjarosite. Theformertypeofthedepositisrepreｭ

sentedbytheUtoromine. Thequalityisfairelygoodassaying

47-57% ofiron. Thereservesareestimatedtobe3 ,500 ,000

tonsapproximately.

ThesulpherdepositsarefoundinthevicinityoftheIohzan

volcanoofwhichthenorthcraterwallemplacestheSublimate

sulpherdepositandthewestslopeofthevolcanooutcropsthe

meltedsulpherdepositatitsmiddleway. Theformerwould

notbeabletoworkbecauseofsmallinscaleandthelaterformed

inthe1936activityhadbeenworkedoutsothatthedeposithas

alreadybeenexhausted.

TheIwaobetsuandUtorohotspringsaresituatedatthe

westernpartofthesheetareawhiletheRausuhotspringatthe

east. TheIwaobetsuhotspringwiththetemperatureof40ー ｭ

60ーCandtheRausuhotspringof36°C, areutilizedforbathing
attheinns. ThehotspringsattheRausuwithtemperatureof

40° ー100°C gushoutfrommorethan30spotsinthevicinityof

theRausuriveranditstributariesandareutilizedforbathing

attheprivateaswellasofficialinns.
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